
八王子市社会福祉審議会 児童福祉専門分科会 

令和６年度（2024年度） 第４回会議 次第 

 

令和６年（2024年）６月 21日（金） 

午後３時 3 0 分～５時 3 0 分 

八 王 子 市 役 所 8 0 2 会 議 室 

 

１ 開 会 【15：30】 

 

２ 議 題【15：35】 

（１）八王子市子ども・若者育成支援計画（令和５年度分）の取組状況及び評価

について【子どものしあわせ課】 

（２）子ども・子育て支援事業計画の達成状況について【子どものしあわせ課】 

 

４ そ の 他 【17：25】 

５ 閉 会 【17：30】 

 

【配付資料】 

資料１ 点検・評価報告書（案）（基本方針５） 

資料２ 子ども・子育て支援事業計画の達成状況 

参考資料 子ども・子育て支援事業計画のページの見方 
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（1）　教育・保育　実施状況

0歳 1・2歳 0歳 1・2歳 0歳 1・2歳

幼稚園
等利用

幼稚園
等利用

幼稚園
等利用

831 3,800 6,536 5,305 829 3,846 6,452 5,099 819 3,832 6,329 4,904

980 3,972 6,826 7,806 982 3,976 6,846 7,806 1,004 4,020 6,866 7,746

149 172 290 2,501 153 130 394 2,707 185 188 537 2,842

833 4,055 6,503 5,129 746 3,994 6,389 5,123 758 3,810 6,277 4,578

977 3,969 6,768 7,917 980 3,939 6,566 7,866 952 3,890 6,552 7,986

144 ▲ 86 265 2,788 234 ▲ 55 177 2,743 194 80 275 3,408

参考 3 18 4 - 2 17 0 - 1 9 2 -

0歳 1・2歳 0歳 1・2歳

幼稚園
等利用

幼稚園
等利用

813 3,824 6,259 4,791 811 3,819 6,279 4,755

1,006 4,024 6,866 7,746 1,008 4,028 6,866 7,746

193 200 607 2,955 197 209 587 2,991

680 3,834 6,329 3,996 656 3,907 6,241 3,693

955 3,914 6,676 7,775 946 3,936 6,558 7,774

275 80 347 3,779 290 29 317 4,081

参考 1 14 2 - 0 14 1 -

３．子ども・子育て支援事業計画の達成状況
　
　本計画では地域のニーズに合わせ、様々な子育て支援を充実しています。
　令和５年度（2023年度）の達成状況は、次のとおりです。

教育・保育

事業内容
（計画策定時）

子育て家庭の多様な教育・保育ニーズに対応するため、幼稚園・保育所などの運営に対して支
援を行い、幼児期の教育・保育を提供します。また、家庭的保育・小規模保育や事業所内保育
などの地域型保育も実施していきます。

対 象 ／ 単 位 0～5歳 ／ 年度当初の利用人数（人／日）

年　度 令和2年度（2020年度） 令和3年度（2021年度） 令和4年度（2022年度）

年　齢 3-5歳 3-5歳 3-5歳

利用区分 保育所等利用 保育所等利用 保育所等利用

計画

①量の見込み

② 確 保 方 策

差（②-①）

利用区分 保育所等利用 保育所等利用

実績

③利用希望数

④ 確 保 状 況

差（④-③）

年度当初の待機児童数

年　度 令和5年度（2023年度） 令和6年度（2024年度）

年　齢 3-5歳 3-5歳

計画

①量の見込み

② 確 保 方 策

差（②-①）

実績

③利用希望数

④ 確 保 状 況

差（④-③）

年度当初の待機児童数

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

過年度の実績に地区ごとの人口増減率を加味して算出

【考】事業実施の考え方
（方向性）
【分】確保状況の分析

【考】引き続き就業率は高まっていくと予想。市全域では保育ニーズに対応できているため、地
域別・年齢別のニーズや大規模開発の情報収集を行い、待機児童ゼロを目指す。
【分】計画の確保量に届いていない項目もあるが、市全域では充足。保育ニーズの偏在により、
一部地域では引き続き待機児童が発生している。
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令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

13 13 13 13 13

13 13 13 13 13

12 12 12 12

特定型 2 2 2 2

基本型 10 10 10 10

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

3 3 3 3 3

3 3 3 3 3

実績 3 3 3 3

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

4,564 4,454 4,330 4,246 4,198

9,635 9,635 9,635 9,635 9,635

実績 9,484 9,229 8,989 9,197

（2）　地域子ども・子育て支援事業

１.　利用者支援事業（特定型・基本型）

事業内容
（計画策定時）

子育て家庭がニーズに合わせて、多様な教育・保育や地域子ども・子育て支援事業などから
必要な支援を選択し利用できるように、情報の提供や相談・支援を行います。
【特定型】市役所などの窓口で、個々の状況にあった保育施設などの情報を提供します。
【基本型】子育てひろばなど親子の身近な場所で、子育てに関わる幅広い情報提供を行いま
す。

実
績

③確保状況

内
訳

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

市役所や子育てひろばの具体的な拠点数にて算出。

対象／単位 0～5歳 ／ 実施か所数（か所）

年　度

計
画

①量の見込み

②確保方策

年　度

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】保育幼稚園課の窓口や親子つどいの広場で実施。
【分】親子つどいの広場東町は、同施設内に子ども家庭支援センターで利用者支援を行ってい
る。

計
画

①量の見込み

②確保方策

③確保状況

１.　利用者支援事業（母子保健型）

事業内容
（計画策定時）

保健福祉センターなど母子保健に関する施設で、保健師等が相談支援・情報提供を行いま
す。

対象／単位 0～5歳 ／ 実施か所数（か所）

対象／単位 0～5歳 ／ 利用人数（人／日）

年　度

計
画

①量の見込み

②確保方策

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

保健福祉センターの数にて算出。

2.　延長保育事業
事業内容

（計画策定時）
多様化する就労形態に対応するため、保育時間の前後に延長して保育を実施します。

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】市内３箇所の保健福祉センターで実施。
【分】計画どおり実施。

③確保状況

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

推計児童数（0-5歳）×利用を希望する家庭の割合（ニーズ調査より）

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】公立園はすべての園で実施。民間保育施設には、新設時に事業実施を求めていく。
【分】当初設定した確保方策を若干下回っているが、利用ニーズに対しては充分な提供体制と
なっている。
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令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

6,323 6,298 6,251 6,077 5,751

11,283 11,351 11,929 11,966 12,536

8,966 8,879 9,359 9,372 9,648

学童保育所 6,273 6,066 6,354 6,331 6,519

放課後子ども教室 1,920 2,040 2,232 2,268 2,356

児童館 773 773 773 773 773

6,550 6,217 6,359 6,335 6,527

154 82 0 0 0

学童保育所 89 90 90 90 90

放課後子ども教室※ 30 34 36 36 38

児童館 10 10 10 10 10

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

803 765 729 694 661

2,788 2,780 2,780 2,780 2,788

実績 4,342 2,513 3,614 3,614

事業内容
（計画策定時）

学童の利用希望（年度当初）

待機児童数（年度当初）

就労などにより保護者が昼間家庭にいない小学校1～6年生の児童に対して、放課後に遊びや
生活の場を提供します。

対象／単位 小学校1～6年生 ／ 利用人数（人／日）

3.　放課後児童健全育成事業

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

推計児童数×学年ごとの入所率（平成31年度実績）×学校ごとの入所申請伸び率（過去5年
間の平均）

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

（学童保育所）
【考】待機児童解消に向けて、計画的に施設整備を行い、受け入れを充実していくとともに、放
課後子ども教室との一体的な事業連携を推進し、放課後の子どもたちの居場所づくりを進め
る。また、高学年については、施設に余裕のある学童保育所と放課後子ども教室で受け入れて
いく。
【分】当初設定した確保方策よりも下回っているが、計画的な施設整備や空き教室の活用など
により、待機児童はゼロを達成・維持している。
（放課後子ども教室）
【考】週５日実施校を順次増やす。
【分】当初設定した確保方策よりも下回っているが、施設数や受入可能数は増加している。
（児童館）
【考】既存の10館で事業を実施するほか、児童館が無い地域では出張児童館を展開する。
【分】計画どおり実施。

※　放課後子ども教室の施設数は、ここでは、週に5日間事業実施をしている小学校数とします。

4.　子育て短期支援事業（ショートステイ事業）

年　度

計
画

①量の見込み

②確保方策

実
績

③確保状況

内
訳

施
設
数

年　度

計
画

①量の見込み

②確保方策

③確保状況

事業内容
（計画策定時）

保護者が就労や出産、病気などにより子どもの養育が一時的に困難になった場合に、宿泊で
短期間子どもを預かります。

対象／単位 1～12歳（小学校6年生まで） ／ 利用人数（人／年）

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

直近の利用実績×過去4年間の実績における利用実績の伸び率

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】事業の認知度を高め、利用者の増加を図り、身近な場所で預かりができるように養育協力
家庭を拡充する。
【分】計画を上回る提供体制が確保できている。

48



令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

①量の見込み 3,035 2,989 2,943 2,898 2,854

②確保方策

③訪問率 96.2% 99.3% 101.2% 99.2%

④確保状況 ②のとおり ②のとおり ②のとおり ②のとおり

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

2,892 3,333 3,848 4,447 5,144

家事支援 53 43 35 28 23

専門的支援 2,839 3,290 3,813 4,419 5,121

3,941 3,658 3,926 4,852

②のとおり ②のとおり ②のとおり ②のとおり

対象／単位 生後4か月以内の乳児 ／ 訪問件数（人／年）

年　度

計
画 実施機関：保健福祉センター

実施形態：直営・委託

5.　乳児家庭全戸訪問事業（こんにちは赤ちゃん事業）

事業内容
（計画策定時）

乳児のいる全家庭を保健師などが訪問し、妊産婦の健康や乳児の成長・発達についての相談
や情報提供などの支援を行います。

事業内容
（計画策定時）

子育てに対して不安や孤立感を抱える家庭に対して、育児・家事支援や相談員による訪問相
談を実施し、負担軽減を図ります。

対象／単位 特に支援を必要とする妊婦及び家庭 ／ 訪問件数（件／年）

実
績

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

0歳児人口推計×訪問率93％

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】立ち寄り訪問の実施など、全戸訪問を目指す。長期入院や里帰り出産など、生後4か月
以内に実施できない場合も、希望者は帰宅後に訪問する。
【分】計画どおり実施。

6.　養育支援訪問事業

実
績

③支援実績

④確保方策状況

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

【家事・育児支援】委託業者による訪問支援実績×実績の伸び率
【専門的支援】訪問支援実績×実績の伸び率

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】家事・育児支援は委託業者による訪問支援を行い、専門的支援は子ども家庭支援セン
ター相談員が訪問。
【分】計画どおり実施しており、支援が必要な家庭をサポートする体制を整えている。

年　度

計
画

①量の見込み

内
訳

②確保方策 実施機関：子ども家庭支援センター
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令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

①量の見込み 254,403 249,315 244,329 239,442 234,653

②確保方策 343,696 343,696 343,696 343,696 343,696

③施設数 48 48 48 48 48

④確保状況 309,246 416,387 416,387 412,285

親子つどいの広場 64,350 171,491 171,491 167,389

児童館 112,320 112,320 112,320 112,320

保育所 132,576 132,576 132,576 132,576

実施施設数 48 48 48 47

親子つどいの広場 11 11 11 11

児童館 10 10 10 10

保育所 27 27 27 26

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

①量の見込み 138,897 152,787 152,787 152,787 152,787

不定期 70,980 78,078 78,078 78,078 78,078

定期 67,917 74,709 74,709 74,709 74,709

②確保方策 160,820 160,820 160,820 160,820 160,820

実績 ③確保状況 143,063 157,823 157,823 164,813

年　度

計
画

実
績

内
訳

内
訳

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

（親子つどいの広場）
【考】親子つどいの広場11館で実施。
【分】計画以上の提供体制を確保。
（児童館）
【考】全児童館で実施。
【分】計画どおり実施。
（保育所）
【考】地域の偏りがないよう、必要な地域で実施。
【分】みなみ野保育園の子育てひろばを親子つどいの広場みなみ野に統合したため、1施設減
となっているが、全体の利用ニーズに対しては充分な提供体制となっている。

7.　地域子育て支援拠点事業（子育てひろば事業）

事業内容
（計画策定時）

地域の親子が気軽に集え、子育て相談ができる身近な居場所を提供します。また、地域の子
育て情報の提供や子育て講座を開催し、家庭の子育て力の向上を図ります。

対象／単位 0～2歳 ／ 利用する子どもの数（人／年）

対象／利用人数（人／年） 3～5歳 ／ 利用人数（人／年）

年　度

計
画

内
訳

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】令和元年10月の幼児教育・保育の無償化に伴う需要増、新制度に移行する園の需要増
を見込む。
【分】計画以上の提供体制を確保。

子育てひろば総利用者数（平成28年度から平成30年度の平均）＋利用意向累計回数

8.　一時預かり事業（幼稚園）

事業内容
（計画策定時）

幼稚園の終了後、引き続き保育を希望する場合、在園児を教育時間の前後に預かります。用
事などで不定期に利用する場合（不定期利用）と就労で毎日利用する場合（定期利用）があり
ます。

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

幼児教育・保育の無償化に伴い需要増が見込まれるため、利用実績を基に需要増を算出し
令和４年度以降は横ばいで推移するとしました。
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令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

①量の見込み 22,432 22,432 22,432 22,432 22,432

②確保の方策 58,296 58,290 58,290 58,290 58,314

③確保状況 57,238 59,349 57,732 58,968

公立一時 13,432 14,546 14,594 15,809

公立休日 1,320 1,320 1,320 1,320

公立緊急 2,440 2,930 2,930 2,930

公立年末 120 120 120 120

民間一時 34,574 34,574 34,574 34,574

民間休日 792 792 792 792

ファミリー・サポート 2,765 3,990 2,325 2,334

トワイライト・ステイ 1,795 1,077 1,077 1,077

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

①量の見込み 2,229 2,225 2,221 2,217 2,213

②確保の方策 5,777 5,777 5,777 5,777 5,777

③確保状況 5,291 5,272 5,389 5,395

施設型 5,227 5,227 5,367 5,367

ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ 64 45 22 28

対象／単位 0～5歳 ／ 利用人数（人／年）

年　度

計
画

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

（保育所）
【考】公立・私立園で実施し、保育施設を新設する際は、一時預かり事業の実施を求めていく。
【分】計画どおり実施。
（ファミリー・サポート・センター）
【考】事業内容の充実と、活動の周知により、利用機会の確保を図る。
【分】提供会員の精査もあり、確保状況は下回っているが、子育てひろばとの連携等により利用
実績は増加。
（トワイライト・ステイ）
【考】母子生活支援施設1か所で実施。
【分】計画策定時から提供体制が変更になっており、計画どおりの実施体制とはなっていない
が、利用ニーズに対しては充分な提供体制となっている。

8.　一時預かり事業（保育施設等）

事業内容
（計画策定時）

保護者が就労や病気などにより、一時的に子どもの養育が困難になった場合や、育児のリフ
レッシュのために一時的に預かります。
【一時預かり】保護者が家庭の養育が困難になったときに、保育所等で一時的に預かります。
【休日保育】日曜日・祝日に、一時的に預かります。
【緊急保育】出産や入院などの理由で、１～４週間、一時的に預かります。
【年末保育】12 月29 ～ 31 日の間、一時的に預かります。
【ファミリー・サポート・センター事業】地域において会員同士が子育てを相互に援助します。
【トワイライトステイ事業】夜間に、一時的に預かります。

事業内容
（計画策定時）

病中や病後で集団保育が困難な子どもを預かります。

対象／単位 0～5歳 ／ 利用人数(人／年）

実
績 内

訳

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

利用実績を基に、幼児教育・保育の無償化に伴う需要増を見込んでいます。

9.　病児・病後児保育事業

年　度

計
画

実
績 内

訳

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

【施設型】平成30 年度実績（1,680人）から毎年20%の増加を見込む
【ﾌｧﾐﾘｰ･ｻﾎﾟｰﾄ･ｾﾝﾀｰ事業】共働き児童推計数（０～５歳）×発生頻度×平均利用日数（実
績）

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】ニーズが高い地域において、病児・病後児保育施設の施設整備を働きかける。病後児の
預かりを中心に提供会員を確保。
【分】会員数の精査もあり、計画を下回っているが、利用者のニーズは病児・病後児施設の方
が多い。
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令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

①量の見込み 1,537 1,508 1,479 1,451 1,422

②確保の方策 1,575 1,680 1,785 1,890 1,960

③確保状況 720 705 1,914 2,996

低学年 528 495 1,276 1,997

高学年 192 210 638 999

令和２年度
（2020年度）

令和３年度
（2021年度）

令和４年度
（2022年度）

令和５年度
（2023年度）

令和６年度
（2024年度）

①量の見込み 37,431 36,809 36,187 35,566 34,944

②妊娠届出数（人/年） 3,613 3,553 3,493 3,433 3,373

③受診率（％） 74% 74% 74% 74% 74%

④確保方策

実
績

⑤確保状況 ④のとおり ④のとおり ④のとおり ④のとおり

10.　子育て援助活動支援事業（ファミリー・サポート・センター事業）

事業内容
（計画策定時）

育児の支援を受けたい会員と支援を行いたい会員による相互援助活動により、地域における
子育てを支援します。

対象／単位 小学校1～6年生 ／ 利用人数（人／年）

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】事業内容の充実と、活動の周知により、利用機会の確保を図る。
【分】計画以上の提供体制を確保。

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】妊娠届の早期提出や妊婦健診の大切さの啓発と、多子世帯や外国人家庭などへ受診
勧奨を実施。
【分】計画どおり実施。

年　度

計
画

実施場所：都内契約医療機関
実施方法：妊娠届時に14回分の受診票を交付

実施体制：個別健診

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

妊娠届提出数の推計× 14 回×受診率

11.　妊婦健康診査事業

事業内容
（計画策定時）

母子ともに安心して出産を迎えるため、医療機関にて妊婦健康診査を定期的に受診できるよ
う、費用助成を行います。

対象／単位 全妊婦 ／ 健診受診回数（回／年）

年　度

計
画

実
績 内

訳

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

家庭類型別児童数（人）×利用意向
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２年度
（2020年度）

３年度
（2021年度）

４年度
（2022年度）

５年度
（2023年度）

６年度
（2024年度）

実施 実施 実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施

２年度
（2020年度）

３年度
（2021年度）

４年度
（2022年度）

５年度
（2023年度）

６年度
（2024年度）

実施 実施 実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施

２年度
（2020年度）

３年度
（2021年度）

４年度
（2022年度）

５年度
（2023年度）

６年度
（2024年度）

実施 実施 実施 実施 実施

実施 実施 実施 実施

実 績

12.　実費徴収に係る補足給付を行う事業
(特定教育・保育施設等に係る費用の一部を助成）

事業内容
（計画策定時）

保護者の世帯所得の状況に応じて、特定教育・保育施設等に対して保護者が支払う
日用品、文房具、その他の教育・保育に必要な物品の購入に要する費用及び行事へ
の参加に要する費用などを助成します。

年 度

計 画

事業内容
（計画策定時）

要保護児童対策地域協議会の機能強化を図るため、関係機関職員の専門性の向上
とネットワークの強化を図ります。

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】令和元年10月からの幼児教育・保育の無償化に伴い、世帯所得360万円未満
の世帯に対し、給食費の補足給付を実施。
【分】計画どおり実施。

13.　多様な主体の参入促進事業
（新規参入施設等の事業者への支援）

事業内容
（計画策定時）

多様な事業者の能力を活用するため、新規参入施設等の事業者への支援を行うとと
もに、特別な支援が必要な子どもを認定こども園で受け入れるための職員の加配に要
する費用を助成します。

年 度

計 画

実 績

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】新規施設等に実地支援、相談、助言を実施。認定こども園の1号認定児に気に
なる子どもがいる場合、助成対象とする。
【分】計画どおり実施。

14.　要保護児童等に対する支援に資する事業

年 度

計 画

実 績

【考】事業実施の考え方
【分】確保状況の分析

【考】児童虐待の対応力向上のため、研修を実施。また、地域の見守りネットワークを
構築し、関係機関相互の連携を充実する。
【分】計画どおり実施。
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子ども・子育て支援事業計画のページの見方 

子ども・子育て支援事業計画とは、国が定める 14 事業について、計画期間中の需要量（量の見込み）と供

給量（確保方策）を定めたものです。児童福祉専門分科会で行う毎年の点検作業では、計画に定めた供給

量（確保方策）に対して、実際の確保状況がどうであったかを報告・確認していきます。 

 

 

  

 

 

0歳 1・2歳 0歳 1・2歳 0歳 1・2歳

幼稚園

等利用

幼稚園

等利用

幼稚園

等利用

831 3,800 6,536 5,305 829 3,846 6,452 5,099 819 3,832 6,329 4,904

980 3,972 6,826 7,806 982 3,976 6,846 7,806 1,004 4,020 6,866 7,746

149 172 290 2,501 153 130 394 2,707 185 188 537 2,842

833 4,055 6,503 5,129 746 3,994 6,389 5,123 758 3,810 6,277 4,578

977 3,969 6,768 7,917 980 3,939 6,566 7,866 952 3,890 6,552 7,986

144 ▲ 86 265 2,788 234 ▲ 55 177 2,743 194 80 275 3,408

参考 3 18 4 - 2 17 0 - 1 9 2 -

0歳 1・2歳 0歳 1・2歳

幼稚園

等利用

幼稚園

等利用

813 3,824 6,259 4,791 811 3,819 6,279 4,755

1,006 4,024 6,866 7,746 1,008 4,028 6,866 7,746

193 200 607 2,955 197 209 587 2,991

680 3,834 6,329 3,996 656 3,907 6,241 3,693

955 3,914 6,676 7,775 946 3,936 6,558 7,774

275 80 347 3,779 290 29 317 4,081

参考 1 14 2 - 0 14 1 -

教育・保育

事業内容
（計画策定時）

子育て家庭の多様な教育・保育ニーズに対応するため、幼稚園・保育所などの運営に対して支援を行い、
幼児期の教育・保育を提供します。また、家庭的保育・小規模保育や事業所内保育などの地域型保育も
実施していきます。

対 象 ／ 単 位 0～5歳 ／ 年度当初の利用人数（人／日）

年　度 令和2年度（2020年度） 令和3年度（2021年度） 令和4年度（2022年度）

年　齢 3-5歳 3-5歳 3-5歳

利用区分 保育所等利用 保育所等利用 保育所等利用

計画

① 量 の 見 込 み

② 確 保 方 策

差（②-①）

利用区分 保育所等利用 保育所等利用

実績

③ 利 用 希 望 数

④ 確 保 状 況

差（④-③）

年度当初の待機児童数

年　度 令和5年度（2023年度） 令和6年度（2024年度）

年　齢 3-5歳 3-5歳

計画

① 量 の 見 込 み

② 確 保 方 策

差（②-①）

実績

③ 利 用 希 望 数

④ 確 保 状 況

差（④-③）

年度当初の待機児童数

（計画策定当時の情報）
量の見込み 算出方法

過年度の実績に地区ごとの人口増減率を加味して算出

【考】事業実施の考え方（方向
性）
【分】確保状況の分析

【考】引き続き就業率は高まっていくと予想。市全域では保育ニーズに対応できているため、地域別・年齢
別のニーズや大規模開発の情報収集を行い、待機児童ゼロを目指す。
【分】計画の確保量に届いていない項目もあるが、市全域では充足。保育ニーズの偏在により、一部地域
では引き続き待機児童が発生している。

事業の概要。計画策定時（令和元年

度）のものとなっており、現在の状況と

は異なる場合があります。 

計画策定時（令和元年度）の需要予

測。推計値や計算上の数値のため、事

業によっては実際の需要量とかけ離れ

ているものもあります。 

計画策定時の量の見込み（需要量）の算出方法を記載。 

供給量の実績値 

供給量の目標値 

事業を実施していく上での考え方（方向性）を【考】、確保状況（実績値）に対する分析や理由を【分】として記載。 

参考資料 

確認のポイント 

目標値に対して、実績値が届いてい

るかどうかが基本になります。届い

ていない場合は、実際の利用状況と

比較して、不足しているのか、足りて

いるのかを確認していきます。 


